
保育についての
自己評価

幼保連携型認定こども園うわまち幼稚園

2025年5月



調査概要
• 調査目的 保育・教育について、保育教諭自身で振り返り、評価をする。

• 調査内容 以下６つのカテゴリについてアンケートを実施し、点数を算出する。

１．保育の理念・保育観

２．保育の内容

３．保健活動・安全管理

４．保護者・地域との連携

５．職員構成・役割分担

６．研修・研究活動

※詳細は調査票を参照のこと。

• 調査方法 紙のアンケート

• 実施時期 2025年5月

• 回答者 当園の常勤幼稚園教諭、保育士20名（うち主幹3名）



結果まとめ

➢全体では、①保育理念・保育観、④職員構成・役割分担が高かった

（２０点中１７－１８点）。反対に、⑥研修・研究活動は低かった
（１３点）。理念や考え方が浸透し、会議で意見を言ったり、役割分担
をし行動することが浸透している一方で、自主的に勉強する姿勢がもう

一歩と言えるかもしれない。

➢②保育の内容、③保健活動・安全管理、⑤保護者・地域との連携は、中

間的な得点だった（１５－１６点）。

➢経験年数ごとにみると、１９年目までは、⑥研修・研究活動を除き、経
験年数があがるにつれてスコアが高くなっている。経験を積むことで、
技術・自信があがっているのかもしれない。

➢２０年目以降は、②保育の内容を除き、１０～１９年目と同等か低く
なっている。２０年目以降は主幹等のマネジメント層が多く、担当する
学年に対して客観的に「のびしろのある部分」を感じるのであろう。



調査結果とコメント



学年ごとの結果① ０，１才
➢ どの項目も、０，１才児クラスの平均点は、全体平均よりも高い。

➢ 保健活動・安全管理が高いのは、低年齢クラスということもあり、子ども一人ひとりの
把握が他学年よりも必要な学年であることの反映かもしれない。
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学年ごとの結果② ２才
➢ ２才児クラスの平均点は、全体平均と変わらない項目が多い（①②⑤⑥）。

➢ ０，１才児クラス同様、保健活動・安全管理が高いが、低年齢クラスということもあり、
子ども一人ひとりの把握が他学年よりも必要な学年であることの反映かもしれない。
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学年ごとの結果③ 年少
➢ 年少児クラスの平均点は、全体平均と変わらない項目が多い（①③④⑤）が、
②保育の内容、⑥研修・研究活動が全体平均よりやや低い。
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学年ごとの結果④ 年中
➢ 年中児クラスの平均点は、全体平均と変わらない項目が多い。
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学年ごとの結果⑤ 年長
➢ 年長児クラスの平均点は、①保育理念・保育観を除いた全ての項目が全平均を下回ってい
る。
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【参考】学年別の結果
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経験年数別の結果
➢ １９年目までは、⑥研修・研究活動を除き、経験年数があがるにつれてスコアが高くなっ
ている。経験を積むことで、技術・自信があがっているのかもしれない。

➢ ２０年目以降は、②保育の内容を除き、１０～１９年目と同等か低くなっている。
２０年目以降は主幹等のマネジメント層が多く、担当する学年に対して客観的に「のびし
ろのある部分」を感じるのであろう。
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調査票
※各項目を以下で集計し、得点を出す。

そう思う＝２点、ややそう思う＝１点、

ややそう思わない＝０点、そう思わない＝－１点
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